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税ってなんだろう？
所得税の確定申告と市県民税の申告
知的障害者デイサービスセンターを開設
ふるさと探訪「須々万の里を見守る大玉杉」



暮
ら
し
を
支
え
る
税

税
の
種
類？？

●
税
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の

（
周
南
市
の
場
合
）

税
は
、国
に
納
め
る
国
税
と
、県
や
市
に

納
め
る
地
方
税
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

国
税
に
は
、給
与
所
得
者
や
個
人
事
業

者
な
ど
個
人
の
所
得
に
か
か
る
所
得
税
や

株
式
会
社
や
有
限
会
社
な
ど
の
法
人
の
所

得
に
か
か
る
法
人
税
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
消
費
に
か
か
る
消
費
税
、酒
税
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

地
方
税
は
、県
税
と
市
税
に
大
き
く
分

か
れ
ま
す
。
県
税
の
中
心
は
事
業
税
と
県

民
税
、市
税
の
中
心
は
市
民
税
と
固
定
資

産
税
で
す
。

●
直
接
税
と
間
接
税

所
得
税
や
法
人
税
の
よ
う
に
、税
金
を

負
担
す
る
人
が
直
接
、
国
や
地
方
公
共

団
体
に
納
め
る
税
を
直
接
税
と
言
い
ま

す
。
ま
た
、消
費
税
や
酒
税
の
よ
う
に
実

質
的
に
税
金
を
負
担
す
る
人（
消
費
者
）

と
そ
れ
を
納
め
る
人（
製
造
者
や
店
な
ど
）

が
異
な
る
よ
う
な
税
を
間
接
税
と
言
い

ま
す
。

私
た
ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
を

続
け
て
い
く
た
め
に
、国
や
地
方
公
共
団

体
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

身
の
回
り
を
見
て
も
、社
会
福
祉
の
充

実
、住
宅
や
道
路
の
整
備
、教
育
振
興
な

ど
、そ
の
活
動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
公
園
、学
校
、

ご
み
処
理
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、い
つ
も
当
た
り

前
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
れ

ば
、警
察
や
消
防
の
よ
う
に
、い
ざ
と
い
う

時
に
社
会
の
安
全
を
守
る
役
割
を
果
た
す

も
の
も
あ
り
ま
す
。

税
金
は
、こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
大

切
な
財
源
で
す
。
税
は
私
た
ち
の
生
活
の

向
上
と
安
全
の
た
め
、そ
し
て
共
同
社
会

を
維
持
す
る
た
め
の
、い
わ
ば
「
会
費
」
の

よ
う
な
も
の
。
私
た
ち
は
、税
の
仕
組
み
や

使
い
道
に
つ
い
て
も
十
分
に
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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税金は誰がどの
ように納めるの？
税金は誰がどうやって納めている
のでしょうか。税金を納める人別に
見てみましょう。

今年の確定申告を知らせるポスター

も
う
す
ぐ
確
定
申
告
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。

会
社
勤
め
の
人
も
、会
社
か
ら
源
泉
徴
収
票
が

渡
さ
れ
、１
年
の
う
ち
で
も
、税

に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
る
時

期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
機
会
に
税
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

株式会社などの法人
国法人税

県県民税／事業税

市市民税

納確定申告
法人税は決算期ごとに確
定申告を行い納税します。
法人の住民税、事業税は
県や市に申告して納税しま
す。

自分で商売をしている人
国所得税

県県民税／事業税

市市民税

納確定申告
所得税は本人が自分の税
金を計算して確定申告を行
い納税します。市民税と事
業税は確定申告に基づき
市や県から通知された額を
本人が納税します。

会社に勤めている人
国所得税

県県民税

市市民税

納給与から天引き
所得税は源泉徴収という方
法で、会社があらかじめ給
与から差し引き、本人に代
わって納税します。住民税
も会社が毎月の給与から
差し引いて納税します。

税
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

税
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

表の見方

国 国に納める税金 県 県に納める税金

市 市に納める税金 納 税金の納め方
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その他その他(11.1％) 
67億6582万9千円千円 
その他(11.1％) 
67億6582万9千円 

歳出 歳出 

民生費(22.5％) 
138億4,504万4千円 
市民の健康や福祉の充 
実のために使われます 

土木費(16.3％) 
100億6,262万5千円 
道路や公園など都市基 
盤の整備に使われます 

★印は市民１人当たりの額 
（平成16年1月1日現在の人口で計算） 

平成15年度の周南市の予算（※）から 
その使いみちをのぞいてみましょう。 
（※一般会計当初予算） 

★8万7,564円 

★6万3,642円 

★5万3,937円 ★4万4,578円 

★4万1,519円 

★3万5,930円 

★1万9,897円 

公債費(11.4％) 
70億4,831万8千円 
市債を返したり利 
子を支払うために 
使われます 

衛生費(10.6％) 
65億6,472万9千円 
ごみの処理など、まちをきれ 
いにするために使われます 

教育費(9.2％) 
56億8,098万8千円 
小中学校、公立幼稚 
園の運営や社会教育 
などに使われます 

消防費(5.1％) 
31億4,599万4千円 
消防や、けが人を病院 
に運ぶ救急業務など 
に使われます 

総務費(13.8％) 
85億2,812万1千円 
事務を総合的に運営す 
るために使われます 

 

歳入 歳入 

市税市税(40.3％) 
248億 
4,807万8千円千円 

市税(40.3％) 
248億 
4,807万8千円 

【グラフ1】 

【グラフ2】 

616億4,164万8千円 

616億4,164万8千円 

市
に
納
め
た
税
金
の

ゆ
く
え
は
？

市
の
歳
入【
グ
ラ
フ
1
】

市
が
１
年
間
に
得
た
収
入
を
「
歳
入
」

と
い
い
、平
成
15
年
度
の
周
南
市
の
歳
入
の

総
額
は
約
６
１
６
億
４
千
万
円
で
す
。

こ
の
歳
入
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、市

民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税
が

40
・
３
％
と
一
番
高
い
割
合
に
な
っ
て
い

て
、市
の
財
政
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

市
の
歳
出【
グ
ラ
フ
2
】

市
の
予
算
は
議
会
で
決
め
ら
れ
ま
す

が
、私
た
ち
が
よ
り
豊
か
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
に
な
る
よ
う
な
方
面
に
、

多
く
の
費
用
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

福
祉
の
充
実
の
た
め
の
民
生
費
と
道
路

整
備
な
ど
都
市
基
盤
づ
く
り
の
た
め
の
土

木
費
だ
け
で
約
40
％
と
高
い
割
合
に
な
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
健
康
で
安
全
な
生

活
に
か
か
わ
る
衛
生
費
や
消
防
費
、ま
た

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
費
な
ど

に
も
多
く
の
予
算
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

個人住民税（市県民税）
は、住民にとって身近な仕事
の費用をそれぞれの負担能
力に応じて分担し合うという
性格の税金であることから、
所得税よりも納める人の範
囲は広く、一方、税率は低く
定められています。
■住民税は所得税より高い?
サラリーマンの場合、所得

税は毎月の給料ばかりでなく

ボーナスからも源泉徴収され
ているのに対し、個人住民税
は毎月の給料からだけ納める
仕組みになっています。この
ため、毎月の給料から差し引
かれる税額だけを比べると住
民税の方が高いように感じま
すが、個人住民税を納める人
の大半は、実際の1年間の税
額合計では、所得税より住民
税の方が少なくなっています。

給与明細や源泉徴収票を見てみましょう
年収500万円のサラリーマン（夫婦・子ども2人）の所得税と住民税の比較

区分 年間税額 内　　　　訳
月給徴収分（年額） ボーナス・年末調整徴収分

所得税 64,800円 3,480円（41,760円） 23,040円
住民税 54,000円 4,500円（54,000円） ―

個人住民税は「より広く、より薄く」コラム
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所
得
税
は
申
告
納
税
制
度
で
す
。所
得

の
状
況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
あ
な
た
自

身
が
計
算
し
、申
告
・
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
が
必
要
な
人

●
事
業
所
得（
自
営
業
、農
業
・
漁
業
）や
不
動

産
所
得（
地
代
・
家
賃
収
入
）な
ど
が
あ
る
人

※
平
成
15
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、所
得
控
除
合
計
額
を
超
え
る
場
合

は
必
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、年
末
調
整
さ
れ
た

給
与
以
外
に
所
得
の
あ
る
人
で
、次
に
該

当
す
る
人

q
給
与
所
得
・
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人（
満
期
保

険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
な
ど
）

w
給
与
収
入
が
年
間
２
０
０
０
万
円
を
超

え
る
人

e
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い

る
人

■
還
付
申
告
に
つ
い
て

確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
で
も
、

次
の
人
は
、確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
年
の
途
中
で
退
職
し
、年
末
調
整
を
受

け
て
い
な
い
人

●
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

●
災
害
や
盗
難
に
遭
っ
た
人

●
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
住
宅
を

購
入
、新
築
、増
改
築
し
た
人

※
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
の
申

告
は
１
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

郵
送
な
ど
で
も
可
能
で
す
。

■
申
告
の
相
談
と
受
け
付
け

場
所
／
熊
毛
地
域
の
人
は
光
税
務
署
、そ

の
ほ
か
の
地
域
の
人
は
徳
山
税
務
署

時
間
／
８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17

時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
休
み
）

市
県
民
税
の
申
告
は
税
額
の
算
出
の
ほ

か
、所
得
証
明
、国
民
健
康
保
険
料
の
算

定
、各
種
手
当
て
な
ど
の
基
礎
資
料
に
な

る
重
要
な
も
の
で
す
。

■
申
告
が
必
要
な
人

確
定
申
告
を
し
た
人
、会
社
か
ら
市
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

人
、所
得
が
年
金
の
み
の
人
を
除
き
、平
成

15
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
は
原
則
と
し

て
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
申
告
書
は
、前
年
の
状
況
か
ら
判
断
し

て
本
年
も
申
告
が
必
要
で
あ
る
人
や
、

国
民
健
康
保
険
に
新
し
く
加
入
さ
れ

た
人
な
ど
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

注
意
／
所
得
の
な
い
人
で
も
別
世
帯
の
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、夫
が
単
身

赴
任
で
市
外
に
出
て
い
て
被
扶
養
者
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
な
ど
は
申

告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、65
歳
以
上
で
年
金
の
合
計
額
が
２

６
５
万
円
以
上
、65
歳
未
満
で
１
０
３
万

円
以
上
の
人
に
つ
い
て
は
申
告
を
し
た
ほ

う
が
よ
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
告
の
相
談
と
受
け
付
け

場
所
／
市
役
所
本
庁
、各
総
合
支
所（
鹿

野
を
除
く
）の
ほ
か
、左
の
日
程
表

時
間
／
８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時

15
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
休
み
）

q
送
ら
れ
て
き
た「
申
告
書
」

w
印
鑑（
認
印
）

e
給
与
や
年
金
の「
源
泉
徴
収
票
」
や
事

業
・
不
動
産
所
得
の
収
支
内
訳
書

r
社
会
保
険
料
控
除
、生
命
保
険
料
控

除
、損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

は
保
険
料
の「
支
払
い
証
明
」

t
多
額
の
医
療
費
や
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
を
支
払
っ
た
人
は
病
院
・
薬

局
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
領
収

証
、こ
れ
ら
を
支
払
先
ご
と
に
集
計
し

た「
医
療
費
の
明
細
書
」（
事
前
に
支
払

額
を
計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

y
還
付
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
本
人
名
義

の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の（
確
定
申
告
の
み
）

●所得税の確定申告について

徳山税務署10834―21―1010

光税務署10833―71―0166

国税庁ホームページアドレス http://www.nta.go.jp/

●市県民税の申告について

本庁税務課市民税係10834―22―8273

新南陽総合支所税務課課税係10834―61―3033

熊毛総合支所税務課課税係10833―92―0010

鹿野総合支所税務課税務係10834―68―2332

申告期限間近になると会場は大変混雑します。申告書は自分で書いて、早めに郵送または提出してください。

所得税の確定申告と市県民税の申告

所
得
税
の
確
定
申
告

２
月
16
日（
月
）〜
３
月
15
日（
月
）

市
県
民
税
の
申
告

始
ま
っ
て
い
ま
す
。３
月
15
日（
月
）ま
で

申
告
に
必
要
な
も
の

（
所
得
税
・
市
県
民
税
共
通
）

タッチパネルを 
ご利用ください 

 
 

 
画面の指示に従って数字を入力し

ていくだけで、所得税の申告書を自動的
に作成できます。自ら計算する必要が
なく、操作も簡単です。 
設置場所／各税務署、本庁、各総合支
所（鹿野を除く）※鹿野地域は左

ページの各相談会場に設
置します。 

問
い
合
わ
せ



月日曜 会場
2 9 月 菊川支所
10 火 夜市支所
12 木 須々万支所
13 金 戸田支所
19 木 大島公民館
20 金 大津島支所

馬島公民館
23 月 湯野支所
24 火 粭島公民館

須金支所

月日曜 対象地区 会場
2 16 月 上渋川、中渋川、下渋川 渋川小学校
17 火 葉の内、片山、小河内、戸根 大潮小学校
18 水 小潮、倉谷、桶山
19 木 仁保津、杉の河内、赤山 仁津小学校
20 金 【税務署出張相談】鹿野全域 鹿野公民館
23 月 奥谷、郷、菅蔵、奥畑（9時～12時） 郷公民館

秘密尾、奥畑（14時～16時） 秘密尾公民館
24 火 大泉 大泉公民館
25 水 小泉、垂門、細野
26 木 奥大町、合の川 鹿野公民館
27 金 上大町、大谷

3 1 月 田原、今井
2火 本町、中町、下市
3水 大町
4木 西河内
5金 柏原、中津、清涼寺
8月 美保、石ヶ谷、堤
9火 大地庵
10 水 上野、ゆめの台、新町
11 木 東、上市
12 金 鹿野地域全域
15 月 鹿野地域全域

月日曜 対象地区 会場
2 16 月 河原畑、八代原、市、大迫、松尾、鶴いこいの里

吉国、八代上河内 交流センター
17 火 中郷、高代、魚切、八代新畑、須野河内
18 水 清尾、新町、今市 熊毛総合支所
19 木 大歳、成川、樋口、南下樋口、秋里、東秋里
20 金 南一班、東原、西原、太刀野、

徳万、たちの台、青葉台
23 月 本町、西町、地方、和那手、関屋、奥関屋
24 火 勝間古市、勝間上、勝間中東、

勝間中西、勝間下、松舟、大江
25 水 白石、新畑、遠見、垰、上河内、畑上
26 木 此原、大河内、畑下、院内、別所、笠野
27 金 勝間中村、御所尾原

3 1 月 定光、勝間原、緑ヶ丘
2火 【税務署出張相談】熊毛全域
3水 【税務署出張相談】熊毛全域
4木 幸が丘、鶴見台、王子免
5金 自由が丘、向陽、勝間ヶ丘、南向陽
8 月 清光台、叶松、御幸台
9火 新清光台、夢ヶ丘
10 水 三丘原、三丘古市、中村、定明、

正安、宮河内、迫、森河内
11 木 安田、石光、広末、筏場、黒岩、荒瀬、兼清
12 金 小深、阿下、十楽、東善寺、川尻、

和田、土手、追迫
15 月 熊毛地域全域

※2月16日、17日は熊毛総合支所では受け付けしません。鶴いこ
いの里交流センターのみで受け付け。

5

月日曜 対象地区 会場
2 16 月 川崎、土井、政所、桶川町、古川町、新南陽総合支所

西千代田町、川手
17 火 清水、道源町、三笹町、野村、椎木町、

花園町、仙島、竹島町、古泉、古市、中央町
18 水 大神、坂根町、新堤町、河内町、宮の前、

中溝、中溝南、新町、日地町、丸山町、富田
19 木 浜田、小川屋町、港町、平野、温田、

福川、皿山町、社地町、福川中市町、
上迫町、本陣町、若山、御姫町、
新地町、福川南町

20 金 西桝町、新田、羽島、中畷町、
かせ河原町、室尾、長田町

24 火 【税務署出張相談】新南陽全域 新南陽公民館
25 水 【税務署出張相談】新南陽全域
26 木 和田 和田公民館
27 金 和田

●指定日以外は、新南陽総合支所で新南陽全域を受け付け
※2月24日、25日は新南陽総合支所では受け付けしません。新南
陽公民館のみで受け付け。

月日曜 会場
25 水 夜市支所
26 木 大道理公民館
27 金 須々万支所

3 1 月 戸田支所
2火 櫛浜支所
3水 中須支所
4木 菊川支所
5金 久米支所
9火 長穂支所
10 水 大向公民館

その他の申告相談
時間/いずれも10時～12時、13時30分～15時30分

時間/9時30分～12時、13時～15時30分
※大津島支所、馬島公民館は10時50分～14時

時間/8時30分～12時、13時～17時15分
※鶴いこいの里交流センターは8時45分～12時、13時～16時
※税務署出張相談は9時30分～12時、13時～16時

時間/9時～12時、13時～16時
※税務署出張相談は9時30分～12時、13時～16時

時間/9時～12時、13時～16時

◆徳山地域以外は、地区別に開催日を指定していますので、該当する
日に会場にお越しください。

◆事業所得、譲渡所得がある人は、税務署出張相談をご利用ください。

鶴いこいの里
交流センター

新南陽
総合支所
2階会議室

新南陽公民館

和田公民館

渋川小学校

大潮小学校

仁保津小学校
鹿野公民館
郷公民館
秘密尾公民館

大泉公民館

鹿野公民館

熊毛総合支所
東庁舎２階

年金所得者の説明会 ●2月2日（月）～6日（金）文化会館●2月5日（木）～6日（金）新南陽公民館●2月9日（月）熊毛総合支所

住宅借入金等特別控除説明会 ●2月9日（月）文化会館●2月10日（火）新南陽ふれあいセンター

市県民税

出張申告相談と申告受付

2
月
2
月

2
月
2
月

2
月
2
月

3
月
3
月

2
月
2
月

3
月
3
月

3
月
3
月

徳山地域 新南陽地域

熊毛地域

鹿野地域
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放
課
後
に
遊
び
を
主
と
し
た

健
全
育
成
活
動
を
行
い
ま
す
。
申

込
み
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
へ
。

■
対
象

昼
間
、仕
事
な
ど
で
保

護
者
が
い
な
い
家
庭
の
小
学
校
１

〜
３
年
生
の
児
童

■
保
育
時
間

放
課
後
〜
17
時

30
分
、夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇

は
８
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
費
用

保
育
料
月
２
０
０
０

円（
別
に
お
や
つ
代
な
ど
の
実
費
）

地域 クラブ名 電話番号
徳山 徳山小学校区児童クラブ 0834―22―8802

岐山小学校区児童クラブ 0834―22―2413
遠石小学校区児童クラブ 0834―21―0246
周陽小学校区児童クラブ 0834―28―8654
秋月小学校区児童クラブ 0834―28―2143
桜木小学校区児童クラブ 0834―28―8649
沼城小学校区児童クラブ 0834―88―1037
菊川小学校区児童クラブ 0834―63―4963
戸田小学校区児童クラブ 0834―83―4156
夜市小学校区児童クラブ 0834―62―2092

新南陽 富田東児童クラブ 0834―63―1002
富田西児童クラブ 0834―63―0204
福川児童クラブ 0834―62―1928
福川南児童クラブ 0834―62―1948

熊毛 勝間児童クラブ 0833―92―0096
大河内児童クラブ 0833―92―0099
高水児童クラブ 0833―92―0110
三丘児童クラブ 0833―92―0055

鹿野 鹿野児童クラブ 0834―68―3525

■
問
合
せ

各
児
童
ク
ラ
ブ
、児
童
家

庭
課
1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
６
０
ま

た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。新
南
陽

1
０
８
３
４
―
61
―
３
０
８
５
、熊
毛

1
０
８
３
３
―
92
―
０
２
５
２
、鹿
野

1
０
８
３
４
―
68
―
２
３
３
２

１
月
31
日
か
ら
新
し
い
住
所
の
表
示
方

法
が
「
新
地
○
丁
目
○
番
○
号
」
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
町
界
、街
区
は
図
の
通
り

で
す
。
該
当
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、新

し
い
住
所
の
表
示
方
法
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。１
月
１
日
時
点
で
該
当
地
域
に
住

ん
で
い
る
人
に
は
、通
知
書
を
届
け
て
い
ま

す
が
、ま
だ
届
い
て
い
な
い
人
や
、１
月
１
日

以
降
新
た
に
住
ん
だ
人
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※
事
業
所
、法
人
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様

で
す
。

■
問
合
せ

市
民
課
1
０
８
３
４
―
22

―
８
４
２
４

平
成
１６
年
度

児
童
ク
ラ
ブ
入
会
希
望
者
募
集

新
地
1
丁
目
・
新
地
2
丁
目

新
地
3
丁
目
の
住
居
表
示
を
実
施

国道２号 

ＪＲ
新
幹
線

Ｒ
新
幹
線
 

ＪＲ
新
幹
線
 

① 

② 

③ 

④ 

新地３地３丁目 

新地１丁目 

新地２地２丁目 

新宿通 
６丁目 

西松原４丁目西松原４丁目 

南浦山町 

江口３丁目 江口２丁目 

江口１丁目 

① 

① 

② 
③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 

① 

① ① 

② ② 

② ② 

③ 
③ ③ 

③ 

④ 
④ ④ 

④ 

⑤ 
⑤ ⑤ 

⑤ ⑤ 

⑥ 

⑥ ⑥ 

⑥ ⑥ 

⑦ 
⑦ ⑦ ⑧ 
⑧ ⑧ 

⑨ ⑨ 
新地３丁目 

新地１丁目 

新地２丁目 

富田川富田川 富田川 

西松原４丁目 

ＪＲ山陽本線Ｒ山陽本線 ＪＲ山陽本線 

県道下松新南陽線

県道下松新南陽線 

県道下松新南陽線 
西松原３丁目西松原３丁目 西松原３丁目 

斜線部分は、 
平成15年４月14日に 
実施済みです。 

主なお知らせ
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■
入
居
資
格

次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
q
現
在
、同
居
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
w
入
居

し
よ
う
と
す
る
人
全
員
の
総
所
得
の
月

割
額
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る（
▽

公
営
…
一
般
世
帯
20
万
円
以
下
、高

齢
者
・
障
害
を
も
つ
人
の
世
帯
26
万
８

０
０
０
円
以
下
▽
改
良
…
一
般
世
帯

13
万
７
０
０
０
円
以
下
、高
齢
者
・
障

害
を
も
つ
人
の
世
帯
17
万
８
０
０
０
円

以
下
）
e
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
r
入
居
し
よ
う
と
す
る
人

全
員
が
市
町
村
税（
国
民
健
康
保
険
税

「
グ
リ
ー
ン
購
入
」
と
は
、サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
製
品

を
購
入
す
る
際
に
、必
要
性
を
よ
く
考
え
、価
格
や
品

質
だ
け
で
な
く
環
境
へ
の
負
荷
が
で
き
る
だ
け
小
さ
い
も

の
を
優
先
し
て
選
ぶ
購
入
方
法
で
す
。グ
リ
ー
ン
購
入
に

取
り
組
む
こ
と
で
、資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
、廃
棄
物

の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
環
境
へ
の
負
荷
が

小
さ
い
製
品
に
は
、再
生
紙
や
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使

用
し
た
製
品
や
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
電
気
製
品
な
ど
が

あ
り
、右
表
の
よ
う
な
マ
ー
ク
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
製

品
購
入
の
際
は
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

環
境
政
策
課
1
０
８
３
４
―
22
―
８
３

２
４ グリーン購入をご存じですか？

知的障害者デイサービス
センターを開設します

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
受
付
期
間
2
月
5
日
（
木
）
〜
１８
日
（
水
）

を
除
く
）を
滞
納
し
て
い
な
い

※
中
溝
住
宅
は
単
身
で
の
申
込
み
が
可

能
で
す（
一
定
の
要
件
あ
り
）。

※
随
時
募
集
の
住
宅
に
申
込
み
中
の
人

も
、申
込
み
で
き
ま
す
。

■
受
付
場
所

本
庁
、各
総
合
支
所
の

市
営
住
宅
担
当
窓
口

■
必
要
書
類

所
得
証
明
書
、市
町

村
税
完
納
証
明
書
、住
民
票
の
写
し
、

源
泉
徴
収
票
な
ど

■
入
居
予
定

３
月
中
旬
以
降

■
問
合
せ

新
南
陽
総
合
支
所
土
木

建
築
課
1
０
８
３
４
―
61
―
３
０
６
７

エコマーク グリーンマーク 再生紙
使用マーク

国際エネルギー
スターロゴ

省エネ性マーク
（緑色）

古紙、プラスチ
ックの再利用、
省エネなど

古紙の再利用 古紙の再利用 待機電力の削
減

省エネ

文房具、紙製
品、繊維製品、
OA機器、建築
資材など

紙製品 紙製品 コンピュータ、
プリンタ、ファッ
クス、複写機な
どのOA機器

エアコン、テレ
ビ、冷蔵庫、冷
凍庫、蛍光灯

種別 住宅名 住所 戸数 家賃（月額）
公営 大神 大神1―2 1 8,500～16,600円
公営 光万寺 河内町10 1 12,200～26,900円
公営 若山 若山1―3 1 16,100～35,400円
公営 西桝 西桝町4 2 17,100～37,700円
公営 室尾 室尾2―9 4 11,600～45,100円
改良 中溝 富田3044 1 5,900～ 8,500円

在宅の知的障害者の自立と生きがいを高め、介護

する家族の身体的・精神的負担を軽減するため、４月

１日（木）に知的障害者デイサービスセンターを開設

します。利用希望者はお問い合わせください。

■場所 古川町（新南陽総合福祉センター西側）

■定員 １日あたり14人

■負担 支援費制度による利用者負担額。ただし、

活動などに伴う費用、弁当代は実費。

■送迎 希望者には送迎を行います。

■開設日・時間 土・日曜日、祝日を除く毎日（盆・

年末年始は休み）、９時30分～15時30分

■活動内容 音楽・軽スポーツなどの文化的活動、

日常生活動作訓練・軽作業などの機能訓練、会話・

パソコンなどの社会適応訓練。また保護者には家庭

での訓練方法を指導

■問合せ 高齢障害課10834―22―8463または各

総合支所担当窓口。新南陽10834―61―3058、熊

毛10833―92―0012、鹿野10834―68―2332

マ
ー
ク

目
的

対
象
製
品

いずれも新南陽地域の住宅

主なお知らせ
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しめ飾りや書き初めの山の下にはトンネルが設けられ、元気
な1年を願って、子どもたちが通り抜けました

どんど焼きと昔の正月遊び
で三世代交流

統
行
事
の
ど
ん
ど
焼
き
と
、た
こ
揚

げ
や
こ
ま
回
し
な
ど
昔
な
が
ら
の

正
月
の
遊
び
を
地
域
の
み
ん
な
で
楽
し
む

集
い
が
、１
月
11
日
、櫛
浜
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た

自
宅
や
近
所
の
し
め
飾
り
は
、約

３
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
積
み
上
げ

ら
れ
、神
事
の
後
、年
男
、年
女
の

皆
さ
ん
が
着
火
。
勢
い
よ
く
燃
え

上
が
る
と
、大
き
な
拍
手
と
歓
声

が
起
き
ま
し
た
。

伝

徳山 「あら不思議！」パワーを送るとひもが堅い棒に！手品など出
し物のほとんどに子どもたちが参加する工夫がされています

次から次への出し物に
子どもたちの目はくぎづけ！

気
な
子
ど
も
の
声
が
１
月
10
日
、

熊
毛
図
書
館
の
会
議
室
に
響
き
ま

し
た
。
毎
月
第
２
土
曜
日
は
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

「
よ
み
き
か
せ
の
会
」の
日
。ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
の
生
演
奏
に
の
っ
て
の
お

話
し
や
、紙
芝
居
、手
品
、ゲ
ー
ム

と
、次
か
ら
次
へ
の
出
し
物
に
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き

ま
す
。お
世
話
す
る
皆
さ
ん
も
楽

し
み
な
が
ら
の
１
時
間
、終
始
笑

い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

元

熊毛 
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「がんばれ！負けるな！」の声援に押されて一生懸命に走る
子どもたち

ゴール目指して
自分の限界に挑戦

や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
18

日
、新
南
陽
市
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
併
し
て
初
め
て

の
開
催
に
な
る
今
回
の
大
会
に

は
、昨
年
よ
り
も
多
い
５
１
５
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、２

d
か
ら
10
d
ま
で
に
分
か
れ
た
コ

ー
ス
を
、小
学
生
か
ら
70
歳
代
ま

で
が
号
砲
を
合
図
に
、新
南
陽
球

場
前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
沿
道

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、元
気
よ

く
走
り
抜
け
て
行
き
ま
し
た
。

穏

新南陽 次々と繰り出される市若さんと半七さんの話芸に、大勢の
皆さんがお腹をかかえて笑いました

新春寄席で
笑う門には福来たる

の
初
め
を
笑
っ
て
過
ご
そ
う
と
１
月

12
日
、鹿
野
公
民
館
で
新
春
寄
席

が
開
か
れ
、約
２
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
、漫

談
と
落
語
を
楽
し
み
ま
し
た
。こ

の
寄
席
は
、市
文
化
振
興
財
団
が

市
内
各
地
で
行
っ
て
い
る
移
動
文

化
教
室
の
１
つ
で
、鹿
野
で
の
開

催
は
初
め
て
。
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
松し
ょ

鶴か
く

家や

市い
ち

若わ
か

さ
ん
、い
な
せ

家や

半は
ん

七し
ち

さ
ん
の
話
芸
に
、会
場
の

皆
さ
ん
は
、お
腹
の
底
か
ら
笑
え

る
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。

年

鹿野 
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八
幡
宮
と
な
り
、そ
の
こ
ろ
既
に
大
木
に

な
っ
て
い
た
大
玉
杉
の
そ
ば
に
、新
た
に
社

殿
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、大
玉
杉
は
ご
神し
ん

木ぼ
く

と
し
て
大
切

に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
21
代
宮
司
高た

か

階は
し

正
ま
さ
し
さ
ん
は
、大
樹
に
成
長
し
た
理
由
と
し

て
、大
玉
杉
が
雪
深
い
と
こ
ろ
に
育
つ
寂
じ
ゃ
く

地ち

ス
ギ
な
ど
と
同
じ
種
類
で
あ
る
た
め
成

長
が
止
ま
ら
な
い
こ
と
、植
え
ら
れ
た
場

所
が
肥
え
た
土
壌
、良
質
な
地
下
水
な
ど

の
良
い
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
と
話
さ
れ
ま
す
。

ま
た
高
階
さ
ん
は
、貴
重
な
大
玉
杉
の

子
ど
も（
分
身
）を
残
そ
う
と
、挿
し
木
の

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
て
、大
玉
杉
の
前

に
も
、葉
の
様
子
な
ど
が
観
察
で
き
る
よ

う
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
寂
地
ス
ギ
】

寂
地
ス
ギ
は
、錦
町
寂
地
山（
県

内
最
高
峰
）の
標
高
４
０
０
メ

ー
ト
ル
以
上
に
生
息
す
る
裏
ス
ギ（
日

本
海
側
に
多
く
分
布
）で
、雪
に
強
く
、

冬
で
も
葉
が
青
々
と
し
て
い
ま
す
。ス

ギ
は
、真
っ
直
ぐ
に
伸
び
る
と
い
う
「
ス

グ
キ
」
が
語
源
と
さ
れ
、樹
木
の
中
で

は
長
寿
で
あ
る
こ
と
か
ら
古
来
、神
社

や
寺
院
の
境
内
に
植
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

※

↑
 p

大玉杉● 
飛龍八幡宮● 

←
鹿
野
 

↓徳山 

中
須
→
 

須
金
→
 

●須々万支所 
沼城小学校● 

●須々万中学校 

●コンビニエンスストア 

315

376

376

434

434

● 

JA

須す

々す

万ま

本ほ
ん

郷ご
う

に
あ
る
飛ひ

龍
り
ゅ
う

八
幡
宮
の

境
内
に
、高
さ
34
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
ス
ギ

が
そ
び
え
て
い
ま
す
。こ
の
ス
ギ
は
、遠
く

か
ら
眺
め
る
と
枝
が
丸
く
繁
り
、巨
大
な

玉
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら「
大お

お

玉た
ま

杉す
ぎ

」

と
呼
ば
れ
、沼ぬ
ま

城ぎ

小
学
校
の
校
歌
で
も
歌

わ
れ
る
な
ど
、地
元
の
人
々
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

大
玉
杉
は
、
胸
の
高
さ
の
幹
周
り
が

10
・
５
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、県
内
最
大
の
樹

木
と
し
て
昭
和
５
年
、国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
話
で
伝
わ
る
誕
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

大
玉
杉
の
樹
齢
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、須
々
万
の
里
に
は
次
の
よ
う
な
昔

話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

宝ほ
う

亀き

年
中（
７
７
０
年
〜
）に
、里
に
不

幸
な
出
来
事
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、氏う
じ

神が
み

様さ
ま

を
祀ま
つ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
須
々
万
に
は
、昔
か
ら
の
集
落

で
あ
る
本ほ
ん

荘そ
う

（
現
在
の
本
城
）と
新
し
い

集
落
の
新し
ん

荘そ
う

が
あ
り
、互
い
に
自
分
た
ち

の
住
む
集
落
に
氏
神
様
を
祀
ろ
う
と
譲

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、お
互
い
に
神

さ
ま
を
祀
り
た
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
ス
ギ
の

苗
木
を
１
本
ず
つ
植
え
、り
っ
ぱ
に
育
っ
た

方
に
氏
神
様
を
祀
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

や
が
て
、新
荘
の
ス
ギ
は
す
く
す
く
と

良
く
育
ち
ま
し
た
が
、本
荘
の
ス
ギ
は
枯

れ
た
た
め
、新
荘
の
ス
ギ
の
そ
ば
に
氏
神
様

が
祀
ら
れ
、神し
ん

荘そ
う

社し
ゃ

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
ス
ギ
が
、現
在
の
大
玉

杉
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
３
８
０
年
、神
荘
社
は
現
在
の
飛
龍

太い幹は、根回り16.3メートル。大人が手をつな
いでいくと、約10人は必要な太さです

幾度もの落雷で受けた傷を
平成9年に樹木医が治療

文化会館東側の植え込みにも3
本、挿し木で育てられた大玉杉
の分身が元気に育っています 参考文献／須々万村風土誌、都濃郡須々万村誌

■

須
々
万
の
里
を
見
守
る
大
玉
杉
■

※
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「
最
初
は
、見
慣
れ
な
い
変
な
鳥
が
い
る

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
よ
」
と
46
年
前
、24

歳
で
八
代
中
学
校
の
教
師
と
し
て
赴
任
し

た
と
き
の
こ
と
を
振
り
返
る
河
村
さ
ん
。

八
代
の
人
々
が
ツ
ル
を
大
切
に
す
る
姿

に
接
す
る
こ
と
で
高
ま
っ
た
河
村
さ
ん
の

好
奇
心
は
、生
徒
と
一
緒
に
行
う
ツ
ル
の

え
さ
や
行
動
、ね
ぐ
ら
な
ど
の
生
態
調
査

へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
そ
し
て
長
年
に
わ

た
り
調
査
、研
究
を
重
ね
る
こ
と
で
、今
や

ナ
ベ
ヅ
ル
の
こ
と
な
ら
河
村
さ
ん
、と
全
国

か
ら
執
筆
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
る
ナ
ベ
ヅ
ル

の
研
究
家
と
し
て
活
躍
中
で
す

鹿
児
島
県
出い

水ず
み

市
の
ナ
ベ
ヅ
ル
の
分
散

を
検
討
し
て
い
る
環
境
省
検
討
会
の
委
員

で
も
あ
る
河
村
さ
ん
は「
た
だ
、え
さ
で
お

び
き
寄
せ
る
の
で
は
な
く
、絶
滅
危き

惧ぐ

種

で
あ
る
ナ
ベ
ヅ
ル
が
、野
鳥
と
し
て
、え
さ

を
捕
れ
る
自
然
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
長
年
、ツ
ル
の
保
護
と
関
わ
っ
て
き
た

お
か
げ
で
、高
校
の
恩
師
で
あ
る
亘わ

た

理り

寒か
ん

太た

先
生
な
ど
先
人
の
業
績
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
、ま
た
ツ
ル
と
共
存
す
る
こ
と
で
俳

句
を
は
じ
め
と
し
た
文
化
を
築
い
て
き
た

八
代
の
す
ば
ら
し
さ
を
、心
か
ら
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
河
村
さ
ん
。
八
代
は

鳥
と
人
間
が
文
化
を
築
い
て
き
た
世
界
で

た
だ
１
つ
の
例
で
あ
る
と
、重
要
性
を
強
調

し
ま
す
。

「
飛
来
す
る
ツ
ル
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

今
だ
か
ら
こ
そ
、保
護
の
手
を
緩
め
て
は
い

け
な
い
」
と
、周
南
市
と
し
て
の
保
護
活
動

の
大
切
さ
を
訴
え
続
け
ま
す
。

心
に
染
み
渡
る
音
色
に
あ
こ
が
れ
て

【
胡
弓
新
南
陽
教
室
】

最
近
、楽
器
を
入
手
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
ほ
ど
流
行
し
て
い
る
二に

胡こ

（
胡こ

弓
き
ゅ
う

）の
演
奏
に
、５
年
前
か
ら
グ
ル

ー
プ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
胡

弓
新
南
陽
教
室
の
皆
さ
ん
で
す
。

指
導
す
る
の
は
中
国
音
楽
家
協
会

二
胡
学
会
会
員
の
張

チ
ャ
ン

煥
ホ
ア
ン

さ
ん
。

平
成
10
年
、中
国
・
黒こ

く

龍
り
ゅ
う

江こ
う

省
し
ょ
う

か
ら
来
日
し
た
張
さ
ん
を
紹
介
し
た

新
聞
記
事
を
目
に
し
た
山や

ま

下し
た

伸
の
び
る

さ
ん

が
、新
南
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
こ

の
教
室
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、哀
愁
を

帯
び
た
独
特
な
二
胡
の
音
色
に
魅
せ

ら
れ
た
10
人
の
皆
さ
ん
が
、周
南
各
地

か
ら
集
ま
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
多
く
は
、そ
れ
ま
で
通
信
教

育
な
ど
独
学
で
二
胡
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
が
、独
特
の
演
奏
技
法
の
難
し

さ
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
の
佐さ

川が
わ

彰
あ
き
ら

さ
ん
は
「
最
初

は
言
葉
の
壁
が
あ
り
ま
し
た
が
、張
先

生
に
は
指
や
弓
使
い
な
ど
の
技
法
指

導
だ
け
で
な
く
、心
で
弾
く
こ
と
を
教

わ
り
ま
し
た
。
月
２
回
の
指
導
を
、皆

で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑

み
ま
す
。

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

ツ
ル
と
人
間
が
築

い
た
八
代
の
文
化

は
世
界
の
宝

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん

市ツル保護研究員

河村宜樹さん
かわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶきかわむらのぶき

心で弾く大切さを、身振りを交えて指導する
張さん（写真右）

警戒心の強い鳥ですが、そっと観察するこ
とで間近に見ることもできます
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情 報 ひ ろ ば  

行
政
改
革
推
進
委
員
会

公
募
委
員
が
決
定

市
の
広
報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
し

て
い
た
、周
南
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
公
募
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

募
集
２
人
に
対
し
20
人
の
応
募
が
あ

り
、１
月
８
日
に
行
っ
た
公
募
委
員
抽
選

会
で
次
の
人
に
決
定
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
公
募
委
員
／
藤ふ

じ

井い

ハ
ル
ミ
さ
ん
、松ま
つ

田だ

昌ま
さ

祐す
け

さ
ん
▼
問
合
せ
／
行
政
改
革
推
進

室
1
22
｜
８
２
０
２

心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
「
つ
く

し
の
家
」
が
移
転
し
ま
す

現
在
の
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
「
つ

く
し
の
家
」
は
、富
田
西
部
第
一
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
り
、新
南
陽
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー（
古
川
町
１
｜
17
）西
側
に
移
転

し
、４
月
１
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
高
齢
障
害
課
1
22
｜
８
４

６
３
ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新

南
陽
1
61
｜
３
０
５
８
、熊
毛
1
92
｜
０

０
１
２
、鹿
野
1
68
｜
２
３
３
２

戦
没
者
な
ど
の
妻
・
父
母
に

特
別
給
付
金
を
支
給

▼
対
象
／
▽
平
成
５
年
４
月
１
日
〜
平
成

15
年
３
月
31
日
に
戦
傷
病
者
の
夫
を
公

務
傷
病
な
ど
に
よ
り
亡
く
し
た
妻
▽
平
成

５
年
４
月
１
日
〜
平
成
８
年
９
月
30
日
に

戦
傷
病
者
の
夫
が
死
亡
し
、平
成
８
年
に

最
終
償
還
を
迎
え
た
特
別
給
付
金
第
12

回
「
い
」
号
、第
６
回
「
ぬ
」
号
、第
15
回
「
い
」

号
の
い
ず
れ
か
を
受
け
た
妻
▽
平
成
５
年

４
月
１
日
〜
平
成
15
年
３
月
31
日
に
戦

傷
病
者
で
あ
る
子
・
孫
を
公
務
傷
病
に
よ

り
亡
く
し
た
父
母（
他
に
氏
を
同
じ
く
す

る
子
・
孫
を
有
し
な
い
人
）※
い
ず
れ
も
平

成
15
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、公
務
扶
助

料
・
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
権
利
が
あ

る
人
▼
請
求
期
限
／
平
成
18
年
10
月
２

日
▼
問
合
せ
／
社
会
課
1
22
｜
８
４
６
５

ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽

1
61
｜
３
０
８
８
、熊
毛
1
92
｜
０
０
１

２
、鹿
野
1
68
｜
２
３
３
２

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
作
業
に
ご
協
力
を

水
道
局
で
は
計
量
法
に
基
づ
き
、検
定

有
効
期
間
満
了
前
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

り
替
え
を
無
料
で
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。
委

託
業
者
の
作
業
員
が
宅
地
に
入
っ
て
作
業

し
、作
業
中
は
10
〜
30
分
程
度
断
水
し
ま

す
。
不
在
の
場
合
で
も
取
り
替
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

水
道
局
で
は
、給
水
器
具
、浄
水
器
な

ど
の
販
売
行
為
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
悪
質
な

訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

水
道
局
1
22
｜
８
６
１
５
ま
た

は
各
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
｜
３
１
３

５
、熊
毛
1
92
｜
０
０
１
９
、鹿
野
1
68

｜
２
３
３
３

鹿
野
地
域

寡
婦
医
療
助
成
事
業
に
つ
い
て

鹿
野
地
域
で
実
施
し
て
い
る
寡
婦
医
療

助
成
制
度
は
、３
月
31
日（
水
）ま
で
の
申

請
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。▼
問
合
せ
／
鹿

野
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
1
68
｜
２
３

３
２

市
立
保
育
園

臨
時
保
育
士
の
登
録
受
付

臨
時
保
育
士
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
の
に

は
、登
録
が
必
要
で
す
。▼
対
象
／
保
育

士
資
格
を
も
ち
、市
立
保
育
園
に
勤
務
可

能
な
人
▼
勤
務
日
数
／
６
か
月
以
内
で
、

月
20
日
▼
勤
務
時
間
／
１
日
８
時
間
※

７
時
〜
19
時
ま
で
の
間
で
時
差
出
勤
あ
り

▼
申
込
み
／
履
歴
書
・
保
育
士
資
格
証
明

書
を
持
参
で
、児
童
家
庭
課
1
22
｜
８
４

５
５

熊
毛
地
域

し
尿
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

熊
毛
地
域
で
し
尿
処
理
を
依
頼
す
る

る
場
合
は
、緑
色
の
三
角
旗
を
道
路
か
ら

見
え
や
す
い
所
に
立
て
て
、く
み
取
り
の
際

に
、し
尿
処
理
券
を
く
み
取
り
業
者
に
渡

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

し
尿
処
理
券
は
事
前
に

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
玖く

西せ
い

環

境
衛
生
組
合
1
０
８
２

７
｜
81
｜
０
３
０
２

告知 市長と語ろう
タウンミーティング

地域の現状や課題について、市長が市

民の皆さんと直接語り合い、これからのま

ちづくりを共に考えます。

このタウンミーティングでは、市民の皆さ

んが自由に意見を発言しやすいよう、自由

討論形式で行います。ふるってご参加くだ

さい。

［日時と場所］2月6日（金）19時～20時

30分、熊毛公民館

［問合せ］企画調整課122―8478

お
知
ら
せ
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新
規
指
定
下
水
道
工
事
店

▼
工
事
店
名
／
き
ょ
う
り
つ
設
備（
防
府

市
）1
０
８
３
５
｜
21
｜
６
９
５
４
▼
問
合

せ
／
下
水
道
整
備
課
1
22
｜
８
４
１
１

中
小
企
業
退
職
金
等

掛
金
補
助
制
度

市
で
は
、中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
、ま
た
は
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
し
た
従
業
員
の
掛
金
を
納
付
し
て
い
る

中
小
企
業
の
事
業
主
に
対
し
て
、掛
金
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。▼
対
象
／
平

成
14
年
２
月
〜
平
成
15
年
12
月
に
加
入

し
た
人
の
掛
金
▼
申
込
締
切
／
２
月
27
日

（
金
）▼
問
合
せ
／
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ーa

1
22
｜
８
７
２
０
ま
た
は
各
総
合
支
所
担

当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
｜
３
０
５
６
、熊

毛
1
92
｜
０
０
３
３
、鹿
野
1
68
｜
２
３

３
１

訂
正
と
お
詫
び

１
月
15
日
号
「
平
成
15
年
度
消
防
職
員

募
集
」
で
、資
格
の「
来
春
卒
業
見
込
み
」

は「
今
春
卒
業
見
込
み
」の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。▼
問
合
せ
／

消
防
本
部
総
務
課
1
22
｜
８
７
５
４

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
会
員

子
育
て
を
応
援
し
て
ほ
し
い
人
と
手
伝

っ
て
あ
げ
た
い
人
が
そ
れ
ぞ
れ
会
員
に
な

り
、有
料
で
、地
域
の
中
で
助
け
合
う
会
で

す
。▼
対
象
／
市
内
在
住
の
人
▼
内
容
／

保
育
施
設
へ
の
送
迎
、自
宅
で
の
預
か
り
な

ど
▼
問
合
せ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
本
部a

1
32
｜
８
１
９
１
、フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
部b

1
64
｜
３

３
４
４

集
人
数
／
２
人
▼
勤
務
日
数
／
月
12
日

程
度
▼
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
〜
17
時

15
分
▼
勤
務
場
所
／
新
南
陽
地
域
▼
報

酬
／
日
額
９
０
０
０
円
※
社
会
保
険
な

し
▼
雇
用
期
間
／
平
成
16
年
４
月
１
日

〜
平
成
17
年
３
月
31
日
▼
選
考
日
／
３

月
３
日（
水
）▼
申
込
み
／
２
月
２
日（
月
）

〜
20
日（
金
）ま
で
に
履
歴
書
を
郵
送
か

持
参
で
、〒
７
４
６
｜
８
７
０
１
富
田
１
｜

１
｜
１
新
南
陽
総
合
支
所
環
境
対
策
課

1
61
｜
３
０
４
９

生
活
指
導
員

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
20
歳（
平
成
16
年

４
月
２
日
現
在
）以
上
の
心
身
と
も
に
健

康
で
深
い
教
育
的
愛
情
を
も
ち
、他
に
職

を
も
っ
て
い
な
い
人
※
学
生
は
除
く
▼
募
集

人
数
／
20
人
▼
内
容
／
市
内
小
中
学
校

特
殊
学
級
を
中
心
に
児
童
生
徒
の
自
立

活
動
の
支
援
及
び
介
助
の
補
助
▼
勤
務
日

数
／
月
15
日
以
内
▼
勤
務
時
間
／
１
日

６
時
間
▼
報
酬
／
時
給
９
１
０
円
※
社

会
保
険
な
し
▼
雇
用
期
間
／
平
成
16
年

４
月
２
日
〜
９
月
30
日
※
８
月
は
勤
務

な
し
▼
申
込
み
／
２
月
20
日（
金
）ま
で
に

履
歴
書
を
郵
送
か
持
参
で
、〒
７
４
５
｜

０
０
０
４
毛
利
町
２
｜
２
学
校
教
育
課

1
22
｜
８
５
４
３
ま
た
は
教
育
委
員
会
事

務
局
各
総
合
出
張
所
教
育
総
務
課
。
新

南
陽
1
61
｜
３
１
１
２
、熊
毛
1
92
｜
０

０
２
４
、鹿
野
1
68
｜
２
３
３
４

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域

し
尿
処
理
場
非
常
勤
嘱
託
職
員

▼
対
象
／
63
歳（
平
成
16
年
４
月
１
日
現

在
）ま
で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
人
▼
内

容
／
し
尿
処
理
場
の
維
持
運
転
管
理
業

務
▼
募
集
人
数
／
１
人
▼
勤
務
日
数
／

月
17
日
程
度
※
土
曜
日
の
勤
務
あ
り
▼

勤
務
時
間
／
８
時
30
分
〜
17
時
▼
報

酬
／
月
額
15
万
４
７
０
０
円
※
社
会
保

険
あ
り
▼
雇
用
期
間
／
平
成
16
年
４
月

１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31
日
▼
選
考

日
／
３
月
３
日（
水
）▼
申
込
み
／
２
月
２

日（
月
）〜
20
日（
金
）ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
か
持
参
で
、〒
７
４
５
｜
８
６
５
５
岐

山
通
１
｜
１
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
22

｜
８
３
０
３

ご
み
収
集
非
常
勤
嘱
託
職
員

▼
対
象
／
55
歳（
平
成
16
年
４
月
１
日
現

在
）ま
で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
人
▼
募

献血 バレンタイン献血2004
～あなたの愛を形にしてみませんか～

冬場は輸血などに必要な鮮血が不足し

がちです。献血にご協力ください。

［日時］2月14日（土）・15日（日）10時30

分～12時・13時30分～16時30分

［場所］ピピ510（糀町A）

［内容］献血者に抹茶（茶菓子つき）の接

待、「愛の献血チョコ」、ピピ510の無料駐

車券をプレゼント、自分でできる「ストレス解

消とリラクゼーション」の方法についての講

演と実技（15日のみ）

2月の献血日程
●5日（木）トヨタカロー

ラ山口!A［9時30分～11時30分］、!

サンキ徳山営業所［13時～16時30分］

●6日（金）新南陽市民病院［14時30分

～16時30分］

●14日（土）・15日（日）ピピ510A［10時

30分～12時・13時30分～16時30分］

●23日（月）市役所本庁（成分のみ）［10

時～12時・13時～16時］

●24日（火）周南健康福祉センターA［9

時30分～12時］、鼓ヶ浦整肢学園A［13

時30分～16時］

●25日（水）周南地域地場産業振興セン

ターA［12時30分～13時30分］、山田石

油!本社A［14時～16時］

［問合せ］社会課122―8465

募
集
 

募 
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情 報 ひ ろ ば  

な
ど
▼
申
込
み
／
電
話
で
社
会
福
祉
協
議

会
徳
山
支
部
1
22
｜
８
１
８
１

知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
の
巡
回

▼
日
時
と
場
所
／
２
月
24
日（
火
）10
時
〜

15
時
、徳
山
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／

療
育
手
帳
相
談
、保
健
相
談
な
ど
▼
申
込

み
／
２
月
13
日（
金
）ま
で
に
高
齢
障
害
課

1
22
｜
８
４
６
３
、5
22
｜
８
４
６
４

熊
毛
地
域
行
政
相
談

▼
対
象
／
熊
毛
地
域
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
２
月
２
日（
月
）10
時
〜
15
時
、社
会

福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
※
毎
月
第
１
月

曜
日
に
実
施
▼
内
容
／
国
や
県
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
の
苦
情
、意
見
、要
望
な
ど
▼
問

合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
市
民
生
活
課
1

92
｜
０
０
１
１

鹿
野
地
域

2
月
の
心
配
ご
と
相
談

▼
対
象
／
鹿
野
地
域
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
２
月
９
日（
月
）・
19
日（
木
）10
時
〜

15
時
、鹿
野
公
民
館
※
９
日
は
行
政
相
談

も
あ
わ
せ
て
実
施
▼
問
合
せ
／
社
会
福
祉

協
議
会
鹿
野
支
部
1
68
｜
２
９
９
８

新
南
陽
地
域

2
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
の
人
▼
日
時
と

場
所
／
▽
２
月
10
日（
火
）10
時
〜
15
時
、

新
南
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
２
月
17
日

（
火
）９
時
〜
12
時
、和
田
公
民
館b

▼
問

合
せ
／
人
権
推
進
課
1
22
｜
８
４
５
６

不
妊
専
門
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
２
月
20
日（
金
）14
時

〜
15
時
30
分
、県
周
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ーa

▼
相
談
医
師
／
小こ

林
ば
や
し

正ま
さ

幸ゆ
き

さ
ん（
産

婦
人
科
医
師
）▼
申
込
み
／
２
月
17
日

（
火
）ま
で
に
電
話
で
、周
南
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
健
康
増
進
課
1
31
｜
６
３
９
４

司
法
書
士
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金

無
料
電
話
相
談

▼
日
時
／
２
月
21
日（
土
）・
３
月
20
日

（
祝
）10
時
〜
16
時
▼
内
容
／
サ
ラ
金
業

者
、ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
、ヤ
ミ
金
業
者
な
ど
へ

の
返
済
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
に
困
っ
て
い

る
人
に
、法
的
手
続
き
の
紹
介
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
▼
相
談
受
付
電
話
／
7
０
１
２
０

｜
０
０
３
｜
８
２
１
▼
問
合
せ
／
県
青
年

司
法
書
士
協
議
会
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
問

題
担
当

月
本
さ
ん
1
０
８
３
６
｜
37
｜

０
１
６
０

春
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
日
本
語
を
み
が
い
て
」

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
５
日
・
12
日
・
19

日
の
金
曜
日
18
時
〜
19
時
30
分
、徳
山
保

健
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
日
本
語
の
変
化
、日

本
語
の
音
声
・
ア
ク
セ
ン
ト
の
働
き
な
ど
▼

講
師
／
添そ

え

田だ

建け
ん

治じ

郎ろ
う

さ
ん（
山
口
大
学
教

授
）▼
定
員
／
40
人（
申
込
順
）▼
受
講

料
／
無
料
▼
申
込
み
／
は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、E
メ
ー
ル
で
、講
座
名
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、〒
７
４
５
｜
０
０
７

１
岐
山
通
１
｜
４
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1

22
｜
８
６
９
０
、5
22
｜
８
８
１
６
、E
メ

ー
ルchuo-ko@

city.shunan.yam
agu

chi.jp

富
田
東
児
童
館b

の
指
導
員

▼
対
象
／
教
職
や
子
育
て
の
経
験
が
あ

る
、35
歳
〜
65
歳（
平
成
16
年
４
月
１
日

現
在
）ま
で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
人
▼

募
集
人
数
／
２
人
▼
内
容
／
児
童
の
自

主
性
、社
会
性
、創
造
性
を
高
め
る
活
動
の

企
画
、運
営
な
ど
▼
勤
務
日
数
／
月
12
日

▼
勤
務
時
間
／
９
時
30
分
〜
17
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
の
勤
務
あ
り
▼
報
酬
／
月

額
８
万
７
３
６
０
円
※
社
会
保
険
な
し
▼

雇
用
期
間
／
平
成
16
年
４
月
１
日
〜
９

月
29
日
▼
申
込
み
／
２
月
27
日（
金
）ま
で

に
履
歴
書
を
郵
送
か
持
参
で
、〒
７
４
６

｜
０
０
１
４
古
川
町
１
｜
17
社
会
福
祉

協
議
会
新
南
陽
支
部
1
62
｜
４
９
８
１

行
政
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
２
月
12
日（
木
）10
時

〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
相
談

室
▼
内
容
／
国
や
県
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
、意
見
、要
望
な
ど
▼
問
合
せ
／
新

南
陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
課
1
61
｜
３

０
９
８

心
配
ご
と
特
別
相
談

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
２
月
４
日（
水
）９
時
〜
12
時
、徳
山

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
法
律
、登

記
、相
続
、家
庭
生
活
、福
祉
、権
利
擁
護

相
談
 

講
座
・
講
演
 

催し 青少年健全育成
シンポジウム

未来を担う青少年の健全育成

を目的に開催します。

［日時と場所］2月7日（土）9時

15分～12時10分、社会文化ホ

ールB

［内容］▽生徒による、中学校や

高等学校で取り組んでいる活動

や研究成果の紹介 ▽福川小学

校マーチングクラブ演奏 ▽江
え

川
がわ

紹
しょう

子
こ

さん（ジャ

ーナリスト）の記

念講演「大人と

子供のための夢

の探し方」

※託児を希望する人はご連絡ください。

［問合せ］新南陽総合支所女性

青少年室161―3039
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ふ
る
さ
と
講
演
会

▼
日
時
と
場
所
／
２
月
６
日（
金
）13
時

30
分
〜
14
時
30
分
、富
田
東
小
学
校b

▼

内
容
／
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
、本
市
出

身
の
人
や
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
に
よ

る
講
演
会
▼
講
師
／
近ち

か

森も
り

克か
つ

彦ひ
こ

さ
ん（
元

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
）▼

問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

課
1
61
｜
３
０
９
８

子
育
て
講
習
会

「
子
ど
も
の
食
事
に
つ
い
て
」

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
０
〜
３
歳
児
・
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
▼
日
時
と
場
所
／
２

月
17
日（
火
）10
時
15
分
〜
11
時
、子
育
て

交
流
セ
ン
タ
ーa

▼
講
師
／
健
康
増
進
課

栄
養
士
▼
問
合
せ
／
子
育
て
交
流
セ
ン
タ

ー
1
32
｜
８
１
８
１

サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

初
級
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
▼
日
程
／
２
月
17

日（
火
）〜
19
日（
木
）▼
受
講
料
／
６
５
２

５
円
▼
締
切
／
２
月
12
日（
木
）

初
級
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▼
日
程
／
２
月
24

日（
火
）▼
受
講
料
／
２
０
０
０
円
▼
締

切
／
２
月
17
日（
火
）

初
級
E
メ
ー
ル
▼
日
程
／
２
月
25
日（
水
）

▼
受
講
料
／
２
０
０
０
円
▼
締
切
／
２
月

17
日（
火
）

い
ず
れ
も
▼
時
間
／
18
時
30
分
〜
21
時

30
分
▼
定
員
／
各
10
人（
申
込
順
）▼
申

込
み
／
電
話
で
サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
1
92

新春お年玉クイズ
当選発表

プ ロ ジ ェ ク ト が ナ ワ 

が ボ キ が ロ が カ ン サ 

が コ が カ イ テ ン が ビ 

ベ ン チ が ワ が ポ が ヅ 

が が カ が が が が ヤ ケ 

フ グ が ナ ガ ノ ヤ マ が 

ウ ル が ン が ゾ が ダ ダ 

シ メ サ バ が ミ カ ケ が 

ャ が ル ー ル が ン が が 

｜
０
２
０
０

「
ア
ジ
ア
の
風
」
公
演

▼
日
時
と
場
所
／
２
月
29
日（
日
）14
時

30
分
〜（
開
場
14
時
）、サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛

▼
内
容
／
ア
ジ
ア
各
国
の
楽
器
演
奏
や
舞

踊
▼
入
場
料
／
一
般
２
０
０
０
円（
前
売

り
１
５
０
０
円
）、中
学
生
以
下
１
０
０
０

円（
前
売
り
８
０
０
円
）▼
問
合
せ
／
サ
ン

ウ
イ
ン
グ
熊
毛
1
92
｜
０
２
０
０

第
13
回
徳
山
ス
キ
ー
講
習
会

▼
対
象
／
18
歳
以
上
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
２
月
22
日（
日
）〜
23
日（
月
）、芸
北

国
際
ス
キ
ー
場（
広
島
県
）※
芸
北
国
際
ロ

ッ
ジ
泊
▼
内
容
／
ス
キ
ー
講
習
会
、技
能
テ

ス
ト
１
〜
５
級（
希
望
者
の
み
）▼
講
師
／

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員
▼
参
加

料
／
１
万
６
０
０
０
円（
申
込
金
６
０
０

０
円
を
含
む
）▼
申
込
み
／
所
定
の
用
紙

に
申
込
金
を
添
え
て
、7
徳
山
体
育
協
会

1
28
｜
８
３
１
１

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
・

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
対
象
／
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
愛
好
者
▼
日
時

と
場
所
／
２
月
29
日（
日
）９
時
〜
、総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ーa

▼
種
目
／
男
子
A
・

B
、女
子
A
・
B
・
C
、混
合
A
・
B
・
C

▼
参
加
料
／
１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円
▼
申

込
み
／
２
月
13
日（
金
）ま
で
に
7
新
南
陽

市
体
育
協
会
1
62
｜
２
６
７
８

「広報しゅうなん」1月1日号お年玉クイズに、

たくさんのご応募をいただきありがとうござ

いました。応募総数は1,368通で、このうち

正解は1,204通でした。厳正な抽選の結果、

次のかたが当選されました。

徳山巨峰ワイン

有井知子さん（上村）、兼重要さん（平原町）、茅原
慈絵さん（徳山）、原田好美さん（新田）、広谷真
実さん（須々万本郷）、藤井梨恵さん（大内町）

美術博物館 まど・みちおポストカードセット

水津こずえさん（須々万本郷）、中村朝子さん（小
畑）、中村令子さん（下上）、平野富子さん（高瀬）、
藤井恵さん（上村）、藤田由美さん（花園町）、前田
佳那さん（横浜町）、松岡洋子さん（須々万本郷）、
森山佳美さん（徳山）、山崎武夫さん（鹿野上）

周南市誕生記念 オレンジカード

石田征子さん（安田）、川口佳子さん（大島）、椎
木理登さん（下上）、原田みゆきさん（大神）、福
田和男さん（呼坂）
ほか95人

正解は

ナベヅルでした。

ス
ポ
ー
ツ
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ん 
い 

ふ 
ぉ 
め 
い 
し 
ょ 
ん 

■周陽福祉作業所嘱託職員募集
［対象と定員］健康で福祉に熱意がある50歳
までの人（栄養士、調理師資格者優遇）、1人
［勤務など］昼食の調理全般。月曜日～金曜
日8時30分～17時。賃金月13万4,400円（社
会保険あり）
［申込み］2月20日（金）までに履歴書を持参
か郵送で、〒745－0823周陽2－8－28周陽
福祉作業所A128―5333

■県民共済講演・相談会
［日時と場所］2月12日（木）13時30分～15
時、県民共済ビル5階（桜馬場通1―16）
［内容］特別養護老人ホームってなあに?
［講師］藤

ふじ

本
もと

雅
まさ

弘
ひろ

さん（老人ホームやまなみ荘）
［問合せ］山口県民共済生活協同組合 介護
情報フロアA133―1200

■ホストファミリー募集
JICA青年招へい事業で来日するフィリピンから
の研修員20人のホストファミリーを募集します。
［期間］4月9日（金）夜～12日（月）朝
［申込み］2月12日（木）までに世界青年徳山
友の会茅原さんA131―0495

■精神障害に関する懇談会
［対象］精神障害者をもつ家族
［日時と場所］毎月第2火曜日9時30分～11
時30分、新南陽総合福祉センター。毎月第3
金曜日10時～12時、熊毛公民館
［問合せ］周南さわやか会10833―43―
7863

■「山口県アスペの会」公開講演会
［日時と場所］2月15日（日）13時30分～16
時（受付13時～）、市民館A
［講師］大

おお

隈
くま

紘
ひろ

子
こ

さん（精神科医師）、木
き

谷
や

秀
ひで

勝
かつ

さん（山口大学助教授）
［演題］アスペルガー症候群と高機能自閉症
の今日的問題
［参加費］資料代500円
［問合せ］山口県アスペの会 加藤さんA183
―2825

■講演「最期まで、こころ穏やかに」
［日時と場所］2月28日（土）13時30分～15
時30分、光市総合福祉センターあいぱーく光
［講師］谷

たに

田
だ

憲
のり

俊
とし

さん（山口大学教授）
［参加費］500円
［問合せ］周南いのちを考える会10833―43
―7388

■保健気功法・気功太極拳教室
［日時と場所］3月2日～毎週火曜日13時30
分～14時30分（保健気功法）・15時～16時
30分（気功太極拳）、徳山保健センター
［会費］1回400円
［申込み］周南地区日本中国友好協会 岩田
さんA1・528―0406

第
23
回
須
金
和
紙
展

▼
日
時
／
２
月
12
日（
木
）〜
14
日（
土
）

９
時
30
分
〜
18
時
▼
内
容
／
和
紙
を
素

材
に
し
た
作
品
展
示

と
し
ょ
か
ん
お
話
し
会

▼
対
象
／
幼
児
、児
童
▼
日
時
／
２
月
14

日（
土
）10
時
〜
11
時
▼
内
容
／
腹
話
術

「
し
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
」、絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、歌
な
ど

郷
土
の
歴
史
講
座

▼
日
時
／
２
月
21
日

（
土
）10
時
〜
11
時
30
分

▼
講
師
／
播は
り

磨ま

定さ
だ

男お

さ
ん（
徳
山
大
学
教

授
）▼
演
題
／
新
選
組
と
徳
山
藩
山や

ま

崎さ
き

隊た
い

▼
定
員
／
80
人（
申
込
順
）▼
受
講
料
／

無
料
▼
申
込
み
／
電
話
で
中
央
図
書
館

く
ん
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

▼
対
象
／
幼
児
、児
童
▼
日
時
／
２
月
26

日（
木
）15
時
〜
16
時
▼
内
容
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、手
遊
び
な
ど

よ
み
き
か
せ
の
会

▼
対
象
／
幼
児
、児
童
▼
日
時
／
２
月
14

日
（
土
）
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
▼
内

容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

お
は
な
し
会

▼
対
象
／
幼
児
、児
童
▼
日
時
／
２
月
21

日（
土
）10
時
〜
10
時
30
分
▼
内
容
／
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、手
遊
び
な
ど

詩
人
ま
ど
・
み
ち
お
の
絵
画
展

▼
期
日
／
開
催
中
〜
３
月
28
日（
日
）

日
習
会
山
口
県
支
部
合
同
作
品
展

▼
期
日
／
２
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）

山
口
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
卒
業
・

進
級
制
作
展

▼
期
日
／
２
月
27
日（
金
）〜
29
日（
日
）

●
一
般
競
走
／
２
月
６
日（
金
）〜
11
日

（
祝
）●
第
47
回
中
国
地
区
選
手
権
宮
島

場
外
発
売
／
２
月
18
日（
水
）・
19
日（
木
）

●
山
口
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
会
長

杯
争
奪
戦
／
２
月
24
日
（
火
）
〜
29
日

（
日
）●
住
之
江
47
周
年
太
閤
賞
場
外
発

売
／
２
月
26
日（
木
）〜
29
日（
日
）

2
月
の
ワ
ン
ワ
ン
銀
行

生
後
３
週
間
〜
３

か
月
の
子
犬
の
譲
渡

会
で
す
。▼
対
象
／
子

犬
の
持
ち
込
み
は
市
内

在
住
の
人
。
引
き
取
り

は
ど
な
た
で
も
▼
日
時

と
場
所
／
２
月
15
日

（
日
）９
時
〜
12
時（
持
ち
込
み
は
９
時
〜

10
時
）、大
迫
田
墓
地
前a

※
雨
天
延
期

▼
問
合
せ
／
環
境
政
策
課
1
22
―
８
３

２
２2

月
の
納
付

●
固
定
資
産
税
４
期
／
税
務
課
1
22
―

８
２
７
５
●
国
民
健
康
保
険
料
９
期
／

保
険
年
金
課
1
22
―
８
３
１
２
●
介
護

保
険
料
９
期
／
介
護
保
険
課
1
22
―
８

４
６
７

※
納
付
相
談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

徳
山
競
艇
場

レ
ー
ス
案
内
1
32
｜
０
０
０
０

中
央
図
書
館a

1
22
｜
８
６
８
２

熊
毛
図
書
館

1
92
｜
０
１
７
９

鹿
野
図
書
館

1
68
｜
４
１
４
１

新
南
陽
図
書
館

1
62
｜
１
１
５
０

美
術
博
物
館a

1
22
｜
８
８
８
０
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腹
部
超
音
波
健
診

腹
部
臓
器
の
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
早
期

発
見
が
可
能
で
、痛
み
も
害
も
あ
り
ま
せ

ん
。▼
対
象
／
40
歳
以
上
で
市
内
在
住
の

人
▼
料
金
／
１
５
０
０
円
▼
定
員
／
１
日

１
０
０
人
程
度（
申
込
順
）▼
時
間
／
８

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
３
月
12
日（
金
）徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー
▼

申
込
み
／
本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―
８

５
５
３

●
３
月
11
日（
木
）・
18
日（
木
）
新
南
陽

保
健
セ
ン
タ
ー
、16
日（
火
）新
南
陽
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
申
込
み
／
新
南
陽
総
合

支
所
健
康
増
進
課
1
61
―
３
０
９
１

●
３
月
１
日（
月
）鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ

ン
タ
ーc

、２
日（
火
）
三
丘
徳
修
館c

、

３
日（
水
）勝
間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ーc

、４

日（
木
）
高
水
公
民
館c

、５
日（
金
）
大

河
内
公
民
館c

▼
申
込
み
／
熊
毛
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
1
92
―
０
０
１
３
※

す
で
に
予
約
済
の
人
は
申
込
み
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
３
月
17
日（
水
）・
19
日（
金
）
鹿
野
母

子
健
康
セ
ン
タ
ー
▼
申
込
み
／
鹿
野
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
1
68
―
２
３
３
２

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座
受
講
者
募
集

妊
娠
中
を
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。都
合
の
よ
い
日
の
み
の
受
講
も
可
。

３
回
目
は
、父
親
に
な
る
人
や
家
族
の
参

加
も
歓
迎
。▼
日
時
と
内
容
／
▽
３
月
２

日（
火
）13
時
〜
15
時
30
分
、妊
娠
中
の
過

ご
し
方
な
ど
▽
３
月
９
日（
火
）13
時
〜
15

時
30
分
、母
乳
育
児
に
つ
い
て
な
ど
▽
３
月

13
日（
土
）９
時
〜
11
時
30
分
、沐も

く

浴よ
く

実
習

な
ど
▽
３
月
16
日（
火
）９
時
30
分
〜
14

時
、調
理
実
習
な
ど
▼
場
所
／
徳
山
保
健

セ
ン
タ
ー
▼
受
講
料
／
２
日（
火
）お
茶
代

１
０
０
円
、16
日（
火
）材
料
費
５
０
０
円

▼
申
込
み
／
本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―

８
５
５
３

健
康
づ
く
り
相
談
会

健
診
結
果
を
健
康
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
相
談
会
で
す
。
予
約
制
。

▼
対
象
／
血
糖
値
が
気
に
な
る
人
▼
日

時
と
場
所
／
２
月
23
日（
月
）受
付
９
時

30
分
〜
11
時
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
／
保
健
師
、栄
養
士
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

▼
持
参
物
／
健
康
診
査
受
診
結
果
、健

康
手
帳
▼
申
込
み
／
電
話
で
本
庁
健
康

増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

栄
養
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
２
月
９
日（
月
）９
時

30
分
〜
11
時
30
分
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
物
／
健
康
診
査
受
診
結
果
、健

康
手
帳
▼
問
合
せ
／
本
庁
健
康
増
進
課

1
22
―
８
５
５
３

歯
科
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
２
月
２
日（
月
）９
時

30
分
〜
11
時
30
分
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
／
本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―

８
５
５
３

生
活
習
慣
病
を
防
ご
う
！

「
生
活
習
慣
病
」
と
は
、が
ん
・
糖

尿
病
・
高
脂
血
症
・
肥
満
・
高
血
圧

な
ど
、偏
っ
た
生
活
習
慣
の
積
み
重

ね
で
発
症
、進
行
す
る
病
気
で
、そ

の
多
く
は
初
期
に
は
っ
き
り
し
た
自

覚
症
状
が
現
れ
ま
せ
ん
。
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
、次
の
こ
と
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◆
日
ご
ろ
か
ら
体
を
動
か
す
よ
う

に
心
が
け
る
◆
暴
飲
・
暴
食
を
し
な

い
◆
塩
分
・
脂
肪
を
取
り
過
ぎ
な
い

◆
自
分
な
り
の
気
分
転
換
の
方
法

を
見
つ
け
る
◆
睡
眠
を
十
分
と
る

◆
タ
バ
コ
の
害
を
認
識
す
る
◆
歯
の

手
入
れ
を
し
っ
か
り
す
る
◆
定
期
健

診
・
検
診
を
受
け
る

市
が
行
う
健
診
・
検
診
を
有
効

に
利
用
し
て
、病
気
に
負
け
な
い
体

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

周南市休日夜間急病診療所

周南市休日歯科診療所

熊毛地域在宅休日当番医

■診療科目 内科、小児科、外科
■診療時間 休日９時～17時・19時～22時

平日夜間 19時～22時
※受付はいずれも終了時間30分前まで

■所在地 慶万町10―9 A 1 32―2299

■診療科目 歯科
■診療時間 10時～12時、13時～15時

※受付はいずれも終了時間30分前まで

■所在地 今宿町3―55 A 1 32―1717

●休日当番医テレホンサービス 1 92ー0029
※診療時間は9時～17時　

●いずれも事前に、電話で確認してください。
●保険証及び福祉医療証などを必ず持参してください。

当番医 電話番号
1日（日）松本医院（大江） 91－6020
8日（日）小川クリニック（勝間原） 91－5777
11日（祝）熊北診療所（高代） 91－0100
15日（日）ふじわら医院（大河内） 91－7100
22日（日）松永医院（夢ケ丘入口） 91－3006
29日（日）三丘温泉診療所（十楽） 92－1500
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2月の保健のお知らせなど

徳山地域
新南陽総合支所健康増進課　10834―61―3091
○は栄養相談を併せて実施

■健康相談
（生活習慣病予防のためのアドバイスなど）
３日（火） 9：30～10：30 巣山の山田さん宅
４日（水） ９：30～10：00 馬神集会所
12日（木） ９：30～10：30 西広沢集会所
13日（金） ９：30～10：30 矢地峠集会所
16日（月） ９：30～10：30 大谷集会所
17日（火） ９：30～10：00 神楽伝承館
18日（水） ９：30～10：00 田戸集会所
19日（木） 10：00～10：30 老人憩いの家
23日（月） ９：30～10：30 木屋ヶ迫集会所
24日（火） ９：30～10：00 高瀬集会所
24日（火） 13：30～14：30 川崎会館
25日（水） ９：30～10：00 升谷専照寺

■７の日健康相談
６日（金） 11：00～11：50 フジ新南陽店

■お年寄りの健康相談
５日（木） 13：00～14：00 嶽山荘
20日（金） 13：00～14：00 嶽山荘

■育児相談（保健師による乳幼児の身体測定など）
○ ３日（火） 13：30～14：30 新南陽ふれあいセンター
○ ４日（水） 13：30～14：30 新南陽保健センター

20日（金） 10：00～11：00 すくすくセンター
27日（金） 10：00～11：00 にこにこセンター

―３月の日程―
２日（火） 13：30～14：30 新南陽ふれあいセンター

○ ３日（水） 13：30～14：30 新南陽保健センター

本庁健康増進課　10834―22―8553
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談（血圧測定、尿検査など）
２日（月） ９：30～11：30 鼓南支所
３日（火） ９：30～11：30 戸田支所
３日（火） 13：30～14：30 長穂支所
４日（水） ９：30～11：30 湯野支所
４日（水） 13：30～14：30 向道支所
５日（木） ９：30～11：30 櫛浜支所
５日（木） 13：30～15：00 須々万支所

○ ９日（月） ９：30～11：30 徳山保健センター
９日（月） ９：30～11：30 粭島公民館
10日（火） 13：30～14：30 大向公民館
16日（月） ９：30～11：30 夜市支所
16日（月） 10：30～12：00 須金支所
18日（水） ９：30～11：00 尚白園
18日（水） 13：30～14：30 中須支所

○ 19日（木） ９：30～11：30 久米支所
24日（火） ９：30～11：30 菊川支所

―３月の日程―
１日（月） ９：30～11：30 鼓南支所
２日（火） ９：30～11：30 戸田支所
２日（火） 13：30～14：30 長穂支所

○ ３日（水） ９：30～11：30 湯野支所
３日（水） 13：30～14：30 向道支所

■育児相談（保健師による乳幼児の身体測定など）
○ ３日（火） ９：30～11：00 周陽公民館

４日（水） ９：30～11：00 夜市支所
４日（水） 10：00～11：30 須々万農村環境改善センター
９日（月） 14：00～15：00 長穂支所

○ 10日（火） ９：30～11：00 徳山保健センター
（８か月児から）

18日（水） ９：30～11：00 鼓南支所
◎18日（水） ９：30～11：00 尚白園
24日（火） ９：30～11：00 久米支所

―３月の日程―
○ １日（月） ９：30～11：00 秋月公民館

１日（月） ９：30～11：00 湯野支所

■３歳児健康診査
12日（木） 12：40～13：30 徳山保健センター
26日（木） 12：40～13：30 徳山保健センター

◆少量の尿を持参してください。

石
いし

川
かわ

真
ま

衣
い

ちゃん

２歳

明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い

に
育
っ
て
ね

市
いち

川
かわ

千
ち

尋
ひろ

ちゃん

９か月

い
つ
ま
で
も
兄
妹
仲
良

く
ね
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佃
つくだ

桃
もも

嘉
か

ちゃん

１歳10か月

元
気
い
っ
ぱ
い
ス
ク
ス
ク

育
っ
て
ね
！

高
たか

橋
はし

可
か

隣
りん

ちゃん

８か月

う
ち
の
癒い

や

し
系
ホ
ワ
イ

ト
・
エ
ン
ジ
ェ
ル

高
たか

橋
はし

亮
りょう

太
た

くん

４歳

う
ち
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
デ
ビ

ル
兄
亮
太

鹿野地域 熊毛地域
鹿野総合支所健康福祉課　10834―68―2332

■リハビリ教室
６日（金） 10：30～12：30 やまなみ荘
13日（金） 10：30～12：30 やまなみ荘
20日（金） 10：30～12：30 やまなみ荘
27日（金） 10：30～12：30 やまなみ荘

■なでしこの会（痴ほう性高齢者の家族の集い）
12日（木） 10：00～12：00 やまなみ荘

■憩いの広場（こころの病を持つ人の憩いの場）
５日（木） 10：00～14：00 鹿野母子

健康センター
19日（木） 10：00～14：00 鹿野母子

健康センター

■乳幼児相談
10日（火） 10：00～12：00 鹿野母子

健康センター

■すくすくくらぶ（遊びやおしゃべりを通した、子どもと母
親の友達づくりの場）

３日（火） お友達づくり 鹿野保育園
内容：節分のゲームをしよう！

12日（木） 子育てサロン 鹿野保育園
17日（火） 子育て相談サロン こどもすくすくセンター
24日（火） 子育てサロン 鹿野保育園

※時間はいずれも10：00～11：30

熊毛総合支所健康福祉課　10833―92―0013
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談（保健師による血圧測定など）
12日（木） ９：30～00：00 松舟集会所

■すみれの会（物忘れなどがある人のリハビリ教室）
４日（水） 13：30～15：30 高水ふれあいセンター
18日（水） 13：30～15：30 高水ふれあいセンター
25日（水） 13：30～15：30 熊毛公民館

■でんでん虫の会
（痴ほう性高齢者を介護する人の集い）

18日（水） 13：30～15：20 高水ふれあいセンター

■すこやかセミナー（健康についての話、座談会など）
17日（火） ９：00～11：30 鶴いこいの里交流センター

◆申込み／電話で健康福祉課

■健康教室（健康についての話、座談会など）
23日（月） 13：30～00：00 鶴いこいの里

須野河内交流館

■糖尿病教室（糖尿病を理解し上手につきあおう）
○ ４日（水） ９：30～00：00 熊毛公民館
○ 13日（金） ９：30～00：00 熊毛公民館
○ 25日（水） ９：30～00：00 熊毛公民館
◆申込み／電話で健康福祉課

■マタニティサークル「知っておきたい子どもの心と体の成長」
妊娠中の人が対象の母親教室です。
○ 24日（火） ９：30～11：30 熊毛母子健康センター
◆講師／佐

さ

伯
えき

孝
たか

子
こ

さん（保護司）

■３歳児健康診査（母子健康手帳、少量の尿持参）
○◎19日（木） 付

受13：00～13：40 熊毛公民館

■健康寺子屋「香りでリフレッシュ・リラックス」
香りでできる心身のリラックス方法を紹介します。
◆日時・場所／２月26日（木）13：30～15：30、熊毛公民館
◆講師／中

なか

嶋
しま

孝
たか

子
こ

さん（アロマコーディネーター）
◆申込み／電話で健康福祉課

このコーナでは、おおむね３歳ま
での子どもの、元気な笑顔を紹介
しています。
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お便り
広報に、市民の意見

を掲載できるコーナ

ーがほしい。

（38歳／女性）

読者投稿のコーナー

を増やしてほしい。

（25歳／男性）

広報1月1日号の「新春お年玉クロスワ

ードパズル」で、広報などへのご意見をお

願いしたところ、967件のご意見、ご提言を

いただきました。

その中から、お二人の提言をご紹介し

ました。

この「お便り」コーナーは、市民の皆さ

んから寄せられたご意見、ご提言などを紹

介するコーナーです。積極的にご参加く

ださい。

なお今回いただいた貴重なご意見など

は、今後の広報編集に役立たせていただ

くとともに、まちづくり提言などは、関係各

課にも報告していきます。

■戸惑いながらも、投票箱に1票を投じる晴れ着姿の新成人。

近年、20歳代の投票率の低下が目立つため、若者の選挙離

れに歯止めをかけようと、成人式会場の文化会館の一角で模

擬選挙と選挙の啓発活動が行われました。■今年は県知事と

参議院議員の選挙の年。新成人の1票が、地域や国の未来

を築いていく力になります。

「子どもの健康を考える（食編）」（2月1日～15日）
CCS（4チャンネル）毎日6時・15時・22時／Kビジョン（11チャン
ネル）毎日9時30分・14時30分・21時30分／岐北テレビでもご
覧になれます。

【人口】158,113人（前月比－20）
【 男 】 76,063人（前月比 －1）
【 女 】 82,050人（前月比－19）
【世帯】 65,071人（前月比 +13）

●出生109人 ●死亡124人
●転入350人 ●転出355人

「お便り」のコーナーや、「みんなの広場」、「うちのピ

カリ」への、皆さんの参加をお待ちしています。

［発行日］毎月1日・15日

［編　集］周南市広報広聴課

〒745-8655 山口県周南市岐山通1-1

10834ー22ー8232  50834ー22ー8224 

［印　刷］（株）ふじたプリント社

［周南市ホームページ］
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

［Eメール］
広報広聴課　info@city.shunan.yamaguchi.jp
その他の課　TOPページの「主な公共施設」から

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

1,316人の新成人を迎え、周南市が合

併して初めての成人式を1月12日、文化

会館で開催しました。

式の中で若者に贈る言葉として、私は

自分の人生を振り返りながら「挑戦」の

お話しをさせていただきました。景気が

回復基調にあるとはいえ、現代社会はまだまだ不透明で困難

な時代にあります。しかし、色々な場面で遭遇する「困難」と

いう試練を乗り越えていくのが人生であり、目的を持ってひた

むきに挑戦する姿は、私たちに感動と勇気を与えてくれます。

周南市出身の若者で、世界に羽ばたくスポーツ選手がいる

のを皆さんはご存じでしょうか。Jリーグ浦和レッズの田
た

中
なか

達
たつ

也
や

さんや東洋・太平洋ミニマム級元チャンピオンの大
おお

中
なか

元
げん

気
き

さん、

今年の箱根駅伝で順天堂大学の復路8区を走った井
いの

生
いけ

知
とも

宏
ひろ

さんなどです。

私が若い駆け出しの市議会議員時代、当時の市長から

「国の将来は、その国の青年の姿を見ればわかる」と言われた

ことを思い出します。大いなる可能性を秘めた青年たちが、こ

れから立派に育っていくことを心から願い、あきらめず挑戦し

続けるみんなに声援を送りたいと思います。

（平成16年1月1日現在）
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